


〒602-0898  京都市上京区今出川通烏丸東入ル
TEL 075-241-0423　http://www.shokoku-ji.jp/

相国寺承天閣美術館

▼  JR京都駅より京都市営地下鉄「今出川」駅下車  3番出口から徒歩8分

▼阪急電車烏丸駅より京都市営地下鉄「今出川」駅下車  3番出口から徒歩8分

▼京阪電車「出町柳」駅3番出口より  徒歩20分、
　または市バス59・201・203 号系統  「同志社前」下車  徒歩6分
　市バス102号系統（洛バス）「烏丸今出川」下車  徒歩8分

〒602-0898  京都市上京区今出川通烏丸東入ル
http://www.shokoku-ji.jp/

相国寺承天閣美術館
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　円
山
応
挙
の
作
は
、
人
間
の
苦
難
と

幸
福
を
鮮
烈
に
描
い
た
出
世
作『
七
難

七
福
図
巻
』
、
緻
密
な
色
彩
が
光
る

『
牡
丹
孔
雀
図
』
、
水
飛
沫
の
轟
音
が

響
く『
大
瀑
布
図
』な
ど
、
自
然
の
驚

異
を
写
実
的
に
捉
え
た
傑
作
が
並
び

　一
方
、
伊
藤
若
冲
の
作
は
、
極
彩
色

と
は
対
照
的
な『
大
書
院
障
壁
画
』
。

墨
の
滲
み
で
立
体
感
を
生
む「
筋
目

描
」な
ど
の
超
絶
技
巧
を
駆
使
し
、
鶏

や
松
鶴
が
モ
ノ
ト
ー
ン
の
世
界
で
躍
動

し
ま
す
。

　十
八
世
紀
、京
都
画
壇
を
牽
引
し
た

両
巨
匠
の
、
写
実
と
装
飾
の
極
致
を

展
示
室
で
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

【
イ
ベ
ン
ト
】

記
念
講
演
会
㊀

二
〇
二
六
年
十
一
月
二
十
九
日（
日
）

十
四
時
〜
十
五
時
半

「
円
山
応
挙
の
生
涯
と
芸
術

―

近
世
京
都
画
壇
の
中
で
の
存
在
意
義

の
存
在
意
義
」

記
念
講
演
会
㊁

二
〇
二
七
年
二
月
二
十
八
日（
日
）

十
四
時
〜
十
五
時
半

「
伊
藤
若
冲
の
生
涯
と
芸
術

―

相
国
寺
と
の
関
わ
り
を
め
ぐ
っ
て
」

講
師
：
村
田
隆
志
氏

（
大
阪
国
際
大
学  

国
際
教
養
学
部  

教
授
）

場
所
：
当
館
二
階
講
堂
（
十
三
時
半
開
場
）

（
十
三
時
半
開
場
）

定
員
：
先
着
八
十
名

※

イ
ベン
ト
に
は
当
日
の
拝
観
券
が
必
要
で
す
。

群鶏蔬菜図押絵貼屏風　伊藤若冲筆　相国寺蔵

重要文化財　七難七福図巻　天災巻（部分）　円山応挙筆　相国寺蔵

薔薇文鳥図　円山応挙筆　相国寺蔵

竹虎図　梅荘顕常賛　左幅　伊藤若冲筆　鹿苑寺蔵
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御本三島俵形茶碗　銘浅茅生
箱書小堀遠州　鹿苑寺蔵


